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私達が普段目にする氷は、氷の単結晶が無数に結びついたもの（氷の多結晶体）です。不凍タンパク質 (Antifreeze Protein：ＡＦＰ)
は、氷の単結晶の一つ一つに強く結合することによって、氷の多結晶体の生成を阻害します。もしも、ＡＦＰの大量生産が可能にな
れば、現代の「氷を利用したあらゆる技術分野」において、ＡＦＰの応用が可能になると考えられています。この研究チームでは、
カレイ、ワカサギ、ゲンゲなどの国産魚類を原材料とした低コストなＡＦＰの大量生産技術を開発しています。

＜ AFP大量生産システム ＞

＜ AFP実用化技術の例 ＞
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ＡＦＰとセラミックス粉を混ぜ込んだ円柱状のゼラチンゲルを凍結すると、その
内部に無数の針状氷結晶が発生します。これを約千℃で焼結する事で無数の超微
細孔（針状氷結晶の跡）をもつ円柱状のセラミックスが出来るのです（先進製造
プロセス研究部門（名古屋）との共同開発によるものです）。
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